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　グラント部門は公的な小規模グラントの振興策，各種財団助成金などの申請に係る学内選考，ならびに，学
校法人埼玉医科大学から交付される研究費の配分に関与しており，表 1に示した部門長，副部門長，部門員から
なっています．
　これらの活動は，医学研究センター HP内の　http://smswww/mrc/16_gurantobmn/16_gurantobmn.html　
でご覧いただけますので，是非ご一読下さい．
　本学の教員によるプロジェクト研究をソフト面から支えるシステムとして，理事側のご理解を頂き，平成 18
年度から学内グラント（Saitama Medical University Internal Reseach Grant）による研究支援を開始することがで
きました．18年度は58件の応募中 14件が，19年度は37件の応募中 11件が，それぞれ採択されました．20年度
は図 1とグラント選考委員会報告書に示しますように，31件の応募中 15件が採択されました．選考は教員代表
者会議でその構成員案が承認されたグラント選考委員会（表 2）によって行われています．このグラントは，以下
の特色を有しています．
1）	すでに完成した研究に授与する「褒章金」ではありません．予備的な成果がすでに出てはいるがまだグラント
の獲得が十分ではなく，この学内グラントで支援することによって，法人外からの研究資金獲得の可能性が
大きく高まるような研究を支援します．

2）	「予備的な成果」とは原著論文発表に限定しません．特許出願や学会発表も重視します．
3）	研究終了時のみならず，終了後１年経過時点でも報告書を提出して頂くことによって，実際にプロジェクト
が成長したかどうかを公開して頂きます．

4）	共同研究体制が実働したかどうかを，共同発表や共著論文として示して頂きます．
5）	計画調書の書式は文科省科研費基盤（C）に準じて作っています．そのため，19年度のようなタイムスケジュー
ルで進めれば，科研費申請の下書きとしてお使い頂けます．

　なお，文科省科研費の応募資格の変化により，本グラントの申請資格は平成 21年度より，文科省科研費の応
募有資格者となります．グラントの公募や審査については，ホームページでタイムリーに公開しております．
奮ってご応募ください．

表 1.  グラント部門構成員
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表 2.  グラント選考委員会構成
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